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人が大好きすぎて、何
をしていてもすぐ近く
に顔がある（笑）人が
側にいれば幸せでいら
れる子です。 
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 阿波犬は、四国は徳島県（旧阿波）に存在した犬種で昭和初期に絶滅し
たとされています。 
阿波犬とは対岸になる紀州産（和歌山県）の紀州犬と共通する点が多く存

在し、全く一緒とされています。紀州犬と共通する性質を持つ犬が分布した

のは徳島でも海岸寄りの地域で、剣山と言われる山周辺の山側の地域に

は剣山系、あるいは祖谷と言われる地域の祖谷系と呼ばれる別の系統が

存在したとも言われています。狩猟の共として活躍した犬種で大型の野生

動物と戦う犬種です。 
性格：無愛想だが主人には忠実。しかし、外来者には妥協しない。日本犬

特有の性格。毛色：白•虎•胡麻•班毛など。大きさ：中型犬のサイズ。 

今回は画像の発見に至らなかったので同じとされていた紀州犬の画像に

なります。 

                                                        ウィキペディアより 


